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第１表　主な登録薬剤

系  統 薬 剤 名
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ト
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ク

オルトラン水 ○ ○

ＤＤＶＰ乳75 ○

ミクロデナポン水85 ○

ラービンフロアブル ○ ○

トレボン乳 ○

マブリック水20 ○

マッチ乳 ○

アタブロン乳 ○

ノーモルト乳 ○ ○ ○

ピロール コテツフロアブル ○

ゼンターリ顆水 ○

レピタームフロアブル ○

マクロライド アファーム乳 ○ ○

合ピレ・有機リン ハクサップ水 ○ ○
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第１図　ハスモンヨトウのフェロモントラップによる誘殺消長　（立川市）
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平成１２年９月６日 
東京都病害虫防除所 

 

平成 12 年度 病害虫発生予察注意報 第３号 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

病害虫名： ハスモンヨトウ 

対象作物： 野菜・花き類 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

 

１． 注意報の内容 

(1) 対象地域  都内全域 

(2) 作 物 名  野菜・花き類 

(3) 発 生 量  多 

 

２． 注意報発令の根拠 

(1) 立川市におけるフェロモントラップの誘殺数は５月頃より平年に比べやや多めに推移

してきたが，８月に入り平年に比べ急激に増加しはじめた（第１図）。 

(2) サトイモ，ネギ，果菜類などで例年にない被害が見られた昨年と比べても８月以降の

誘殺数は多い傾向にある。 

(3) ８月の巡回調査では，一部地域のサトイモ圃場で幼虫が多発しているのを確認した。 

(4) 年間の発生消長からみて，発生量は１０月初めまで増え続け，露地では１１月まで被害

が継続すると予想される。 

(5) 向こう１か月の平均気温は高いと予想され，今後も発生に好適な条件が継続すると予想

される。 

 

３．防除対策  

(1) 中・老齢幼虫では薬剤の効果が劣るので，若齢期の防除を徹底する。 

(2) 卵はまとまって産下されるので，キャベツやサトイモなどでは葉に現れる網目状の被

害に注意し，幼虫が分散する前に摘葉，捕殺する。薬剤のスポット散布も効果的であ

る。 

(3) 第１表に主な防除薬剤を示したが，作物ごとに防除基準に従って薬剤を散布する。 

(4) 安全使用基準を厳守する。 

(5) 今後の発生予察情報及び気象情報に留意する。 

 

………………………………………………………………………………………………・ 

テレフォンサービス ０４２（５２５）８４０７ 

インターネット上の防除所ホームページ http://www.taes.metro.tokyo.jp/boujo 

病害虫の発生予報，発生状況，防除方法などをお知らせしています。 


